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導が，高電界領域においては700C以下の低温ではショットキー型伝導が， 700C以上の高温ではイオン伝導が sPP の
電気伝導を支配している事を明らかにしている o
第 3 章では sPP の熱刺激電流 (TSC) を測定し，微小双極子の配向変化に起因するピークとトラップされた電子
の熱励起に起因するピークを見いだし，それらの評価を行っている。
第 4 章では sPP の熱的特性とモホロジー特性について調べ， sPP が従来のポリプロピレン(ipP) に比べて結晶化
速度が遅く，結晶化度が低い事，球晶のサイズも非常に小さい事を見いだし sPP の高次構造が熱処理に対し非常に
安定で電気的性質の変化も小さいことを明らかにしている o
















(1) シンジオタクチ y クポリプロピレンの電気伝導機構として，低電界領域ではオーミック伝導が，高電界領岐に
おいては非線形伝導となるが700C以下の低温ではキャリア注入に制限されたショットキー型伝導が， 700C以上
の高温ではイオン伝導が sPP の電気伝導を支配している事，イオンのホッピンク"距離が3.3nm あることを明
らかにしている。




(3) sPP が従来のポリプロピレン(ipP) に比べて結晶核を非常に生じやすいのに対し結晶の成長速度が遅く， そ
の結果球晶のサイズ、が非常に小さく結晶化度も低い事を見いだし熱処理に対し sPP の高次構造が非常に安定
で，また熱酸化も受けにくく電気的性質の変化も小さいことを明らかにしている。特に iPP では熱処理によっ










ており仇，電子工学に寄与するところが大き L 、、o よつて本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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